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消
費
税
率
引
上
げ
に
向
け
て
の
経
過
措
置
の
対
応

消
費
税
率
引
上
げ
に
向
け
て
の
経
過
措
置
の
対
応

（第２回）
特集　事

業
者
が
、指
定
日
前（
平
成
25
年

9
月
30
日
ま
で
）
に
締
結
し
た
不
特

定
か
つ
多
数
の
者
に
対
す
る
定
期
継

続
供
給（
注
）契
約
に
基
づ
き
譲
渡
す

る
書
籍
そ
の
他
の
物
品
に
係
る
対
価

の
全
部
又
は
一
部
を
施
行
日
前
（
平

成
26
年
3
月
31
日
ま
で
）
に
領
収
し

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
書
籍

等
の
譲
渡
を
施
行
日
（
平
成
26
年
4

月
1
日
）以
後
に
行
う
と
き
は
、そ
の

領
収
し
た
対
価
に
係
る
部
分
の
書
籍

等
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
改
正
前
の
税

率（
5
％
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　通
信
販
売（
注
）の
方
法
に
よ
り
商

品
を
販
売
す
る
事
業
者
が
、
指
定
日

前（
平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で
）に
そ

の
販
売
価
格
等
の
条
件
を
提
示
し
、

又
は
提
示
す
る
準
備
を
完
了
し
た
場

合
に
お
い
て
、施
行
日
前（
平
成
26
年

3
月
31
日
ま
で
）
に
申
込
み
を
受
け
、

提
示
し
た
条
件
に
従
っ
て
施
行
日

（
平
成
26
年
4
月
1
日
）以
後
に
商
品

を
販
売
す
る
と
き
は
、
そ
の
商
品
の

販
売
に
つ
い
て
は
改
正
前
の
税
率

（
5
％
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
注
） 

通
信
販
売
と
は
、一
般
に
、新
聞
、

テ
レ
ビ
、
チ
ラ
シ
、
カ
タ
ロ
グ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
媒
体
を
通
じ
て
購

読
者
又
は
視
聴
者
等
に
対
し
て
販
売

条
件
を
提
示
し
、郵
便
・
電
話
そ
の
他

の
方
法
に
よ
り
売
買
契
約
の
申
込
み

を
受
け
て
そ
の
提
示
し
た
条
件
に

従
っ
て
行
う
商
品
の
販
売
を
い
い
、

予
約
販
売
に
係
る
書
籍
等
に
関
す
る

経
過
措
置
に
規
定
す
る
契
約
に
係
る

販
売
を
除
き
ま
す
。

　事
業
者
が
、指
定
日
前（
平
成 

25
年

9
月
30
日
ま
で
）
に
締
結
し
た
有
料

老
人
ホ
ー
ム
に
係
る
終
身
入
居
契
約

（
注
）
で
、
入
居
期
間
中
の
介
護
料
金

（
消
費
税
が
非
課
税
と
さ
れ
る
も
の

を
除
き
ま
す
。）を
入
居
一
時
金
と
し

て
受
け
取
っ
て
お
り
、か
つ
、そ
の
一

時
金
に
つ
い
て
事
業
者
が
事
情
の
変

更
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
そ
の
額
の

変
更
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の

定
め
が
な
い
も
の
に
基
づ
き
、
施
行

日
前（
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
）か

ら
施
行
日（
平
成
26
年
4
月
1
日
）以

後
引
き
続
き
介
護
に
係
る
役
務
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
施
行

日（
平
成
26
年
4
月
1
日
）以
後
に
行

わ
れ
る
入
居
一
時
金
に
対
応
す
る
役

務
の
提
供
に
つ
い
て
は
改
正
前
の
税

率（
5
％
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

城
所 
弘
明（
キ
ド
コ
ロ 

ヒ
ロ
ア
キ
）

役
職

：

所
長 

公
認
会
計
士
・
税
理
士
・

　
　

  

行
政
書
士

所
属

：

城
所
会
計
事
務
所

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

横
浜
国
立
大
学
を
卒
業
し
、1
9
8
0

年
公
認
会
計
士
及
び
税
理
士
の
登
録
。

現
在
、日
本
公
認
会
計
士
協
会「
経
営

研
究
調
査
会
」
事
業
承
継
専
門
部
会 

部
会
長
、日
本
商
工
会
議
所「
税
制
専

門
委
員
会
」学
識
委
員
。

（
は
じ
め
に
）

　消
費
税
法
改
正
に
伴
う
改
正
後

の
税
率
は
、
原
則
と
し
て
、
施
行
日

以
後
に
国
内
に
お
い
て
事
業
者
が

行
う「
資
産
の
譲
渡
等
」及
び「
課
税

仕
入
れ
及
び
保
税
地
域
か
ら
引
き

取
ら
れ
る
課
税
貨
物
」（
以
下「
課
税

仕
入
れ
等
」と
い
い
ま
す
。）に
係
る

消
費
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
施
行
日
（
平
成

26
年
4
月
1
日
）以
後
に
行
わ
れ
る

資
産
の
譲
渡
等
及
び
課
税
仕
入
れ

等
で
あ
っ
て
も
、一
定
の
も
の
は
例

外
的
に
改
正
前
の
税
率
（
5
％
）
を

適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
経
過
措
置
」
と
い
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　今
回
は「
消
費
税
率
引
上
げ
に
向

け
て
の
経
過
措
置
の
対
応
」の
２
回

目
と
し
て
、
前
回
で
取
り
上
げ
な

か
っ
た
経
過
措
置
の
内
容
や
対
応

に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

問題　経過措置を間違えることなく活用しないと、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」といいます。）の負担が重く
なると聞きましたが、本当ですか？

回答　あなたが消費税の課税事業者で、本来の「本則課税計算」を行っている限り、経過措置の適用不適用で、消費税等
の負担は変わりません。
課税事業者が消費税等の申告をする場合の計算方法としては、「本則課税制度」と「簡易課税制度」があります。

　（注）本来は、消費税の計算を行い、それに一定の率を乗じて地方消費税を算出しますが、ここでは便宜的に消費税と
地方消費税を合算した「消費税等」の額で解説いたします。
本則課税の税負担は、次のように計算されます。

　左の表からも分かるように、
課税売上げ・課税仕入れのそれ
ぞれで経過措置を活用する場合
としない場合では、消費税の納
付（還付）税額では差が発生しま
すが、消費税を納付（還付）した
後の事業者の最終利益は全て同
じ300円になります。
　つまり、消費税は預かったも
のから支払ったものを差し引く
ものなので事業者にとっての利
益には影響を及ぼさないという
ことになります。

　　　この方法で消費税の計算をした場合、経過措置の適用の有無によって事業者にどのような影響が発生するのか
を、簡単な条件の例示で計算してみました。

課税売上げに係る消費税等の額　－　課税仕入れ等に係る消費税等の額　＝　消費税等の納付額

経過措置を理解するために！

１
．「
予
約
販
売
に
係
る
書
籍
等
」に

　　関
す
る
経
過
措
置

２
．「
通
信
販
売
等
」に
関
す
る

　　経
過
措
置

３
．「
有
料
老
人
ホ
ー
ム（
介
護
サ
ー

　　ビ
ス
）」に
関
す
る
経
過
措
置

【
キ
ド
先
生
の
コ
メ
ン
ト
】

　こ
こ
で
い
う
「
販
売
価
格
等
の

条
件
を
提
示
す
る
準
備
を
完
了
し

た
場
合
」と
は
、販
売
条
件
等
の
提

示
方
法
に
応
じ
、
い
つ
で
も
提
示

す
る
こ
と
が
出
来
る
状
態
に
あ
る

場
合
を
言
い
ま
す
か
ら
、例
え
ば
、

販
売
条
件
等
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ

グ
等
の
印
刷
物
の
作
成
を
完
了
し

た
場
合
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま

す
。

消費税率

経過措置あり
（課税売上げ５％）
（課税仕入れ５％）

経過措置あり
（課税売上げ５％）
（課税仕入れ８％）

経過措置あり
（課税売上げ８％）
（課税仕入れ５％）

経過措置なし
（課税売上げ８％）
（課税仕入れ８％）

①課税売上げ ②課税仕入れ
①’ 消費税 ②’ 消費税

③利益
（①－②）

④消費税納付額
（①’－②’）

⑤最終利益
（③－④）

1,050

50

735

35
315

294

345

324

15

45

24

－6
（還付）

300

300

300

300

1,050

50

756

56

1,080

80

735

35

1,080

80

756

56
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Random thoughts relay

リレー随想
No.162

　人
は
人
生
の
中
で
た
く
さ
ん

の
出
会
い
を
経
験
し
ま
す
。
そ

の
出
会
い
は
人
に
よ
っ
て
千
差

万
別
で
、
色
々
な
形
の
出
会
い

を
経
験
し
て
い
き
ま
す
。
環
境

や
考
え
方
、
そ
の
人
の
行
動
範
囲
、

様
々
な
も
の
で
出
会
い
の
ス
タ

イ
ル
が
あ
る
も
の
で
す
。

　私
は
昨
年
ま
で（
社
）日
立
青

年
会
議
所
に
13
年
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。

　青
年
会
議
所
で
は「
修
練
」「
奉

仕
」「
友
情
」の
三
つ
の
信
条
の

も
と
、
よ
り
よ
い
社
会
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

行
政
改
革
等
の
社
会
的
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
40
歳
で
卒
業
と
い
う
こ
と

で
現
役
と
し
て
の
青
年
会
議
所

活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
志
は
今
で
も
持
っ
て
い
ま
す

し
、
自
分
な
り
に
地
元
地
域
の

た
め
に
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
青
年
会
議
所
で
は
沢
山

の
人
た
ち
と
出
会
い
ま
し
た
。

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
も
考
え

方
も
価
値
観
も
違
い
ま
す
。
そ

の
中
で
目
標
と
す
る
事
業
を
作

り
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
時
に
は
言

い
合
っ
た
り
し
な
が
ら
よ
り
良

い
事
業
を
作
っ
て
い
く
。
気
づ

く
と
い
つ
の
間
に
か
一
つ
に
な

っ
て
心
通
じ
る
仲
間
に
自
然
と

な
っ
て
い
き「
絆
」が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　そ
の
仲
間
と
接
す
る
こ
と
が

自
分
に
と
っ
て
は
最
も
勉
強
に

な
る
時
間
で
す
。

　実
際
に
は
色
ん
な
人
が
い
ま

す
。
直
接
、
人
と
触
れ
る
こ
と

で「
世
の
中
に
は
こ
ん
な
人
も
い

る
ん
だ
な
」と
よ
く
思
っ
た
も
の

で
す
。
で
も
そ
れ
は
同
時
に「
そ

う
い
う
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
な
」

と
、
新
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、

ひ
と
つ
の
考
え
方
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　人
と
出
会
う
こ
と
で
、
新
た

な
考
え
が
加
わ
り
、
ま
た
ひ
と

つ
成
長
し
て
い
く
、
出
会
い
を

重
ね
る
こ
と
で
、
一
つ
一
つ
自

分
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
出

会
い
の
形
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
出
会
い
で
も
お
互
い
を
知
り

絆
が
深
ま
る
事
で
、
そ
の
出
会

い
は
大
き
な
実
り
と
な
る
と
思

い
ま
す
。
ど
ん
な
場
所
で
ど
ん

な
ス
タ
イ
ル
で
出
会
い
を
し
て

も
、
そ
の
出
会
い
が
自
分
の
人

生
を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
関

係
に
発
展
す
る
事
も
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
出

会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

僕
に
と
っ
て
出
会
い
は
人
生
の

財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
年
か
ら
商
工
会
議
所
青
年

部
に
も
入
部
し
ま
し
た
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
こ
で
も
新
し
く
青
年

部
の
人
達
と
の
出
会
い
が
あ
る

か
ら
で
す
。
青
年
会
議
所
時
代

か
ら
商
工
会
議
所
青
年
部
の
活

動
内
容
は
知
っ
て
い
ま
し
た
し
、

興
味
も
あ
り
ま
し
た
。
一
度
に

ふ
た
つ
は
出
来
な
い
の
で
青
年

会
議
所
卒
業
と
同
時
に
商
工
会

議
所
青
年
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

舞
台
は
違
う
け
ど
青
年
部
で
も

本
当
の
仲
間
・
絆
が
で
き
、
み

ん
な
で
一
緒
に
一
つ
に
な
っ
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
ま
で
も

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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出
会
い
は
財
産



　常
陸
多
賀
駅
の
東
側
か
ら
歩

い
て
６
分
。
ひ
っ
そ
り
と
佇
む

『
と
く
ら
や
』は
、
そ
こ
だ
け
時

間
が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
、

懐
か
し
さ
溢
れ
る
和
菓
子
屋
だ
。

　創
業
は
昭
和
30
年
。
先
代
の

義
父
か
ら
店
を
受
け
継
ぎ
、
そ

の
製
法
を
守
り
続
け
て
い
る
曙

さ
ん
は
、
78
歳
の
菓
子
職
人
だ
。

　店
一
番
の
人
気
商
品
は
、「
笹

草
餅
」（
1
日
限
定
60
個
）。
鮮

や
か
な
緑
の
笹
に
包
ま
れ
て
い

る
草
餅
は
も
ち
っ
と
し
て
い
て
、

粒
餡
は
小
豆
の
食
感
が
し
っ
か

り
味
わ
え
る
。
ふ
ん
わ
り
漂
う

笹
の
葉
と
よ
も
ぎ
の
香
り
に
癒

さ
れ
る
。
自
信
を
持
っ
て
販
売

で
き
る
ま
で
10
年
か
か
っ
た
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
、格
別
の
一
品
。

ま
た
、
夏
季
限
定
の「
水
よ
う
か

ん
」・「
水
ま
ん
じ
ゅ
う
」・「
小

倉
わ
ら
び
」も
お
す
す
め
。
き
な

こ
と
黒
蜜
を
か
け
て
い
た
だ
く

「
蕨
も
ち
」は
、
ぷ
る
ぷ
る
と
弾

む
よ
う
な
食
感
が
た
ま
ら
な
い
。

「
極
上
の
餡
」の
こ
だ
わ
り

　和
菓
子
は
、
四
季
の
彩
り
を

感
じ
な
が
ら
味
わ
う
も
の
、
そ

こ
で
欠
か
せ
な
い
の
が
〝
餡
〞
。

『
と
く
ら
や
』こ
だ
わ
り
の
餡
は
、

厳
選
し
た
良
質
な
小
豆
を
使
い
、

風
味
や
甘
み
、
固
さ
、
色
な
ど

小
豆
本
来
の
味
を
引
き
出
す
た

め
、
炊
き
方
・
練
り
方
に
徹
底

し
て
こ
だ
わ
る
。
年
々
高
騰
す

る
小
豆
相
場
に
頭
が
痛
い
が「
原

料
は
吟
味
す
る
け
ど
、
値
段
は

吟
味
で
き
な
い
ね
」と
話
す
そ
の

奥
に
は
、
菓
子
作
り
に
お
い
て

決
し
て
妥
協
し
な
い
姿
勢
が
に

じ
む
。

　「
地
道
に
50
年
菓
子
作
り
を
し

て
き
た
。
た
お
れ
る
ま
で
菓
子

作
り
を
す
る
！
」と
曙
さ
ん
。
和

菓
子
職
人
と
し
て
歩
ん
で
き
た

そ
の
覚
悟
と
、
安
心
し
て
食
べ

ら
れ
る
本
物
の
味
は
こ
れ
か
ら

先
も
健
在
だ
。

商
工
会
議
所
さ
ん
へ

町
の
い
ろ
ん
な
情
報
が
知
り
た

い
で
す
ね
。
行
列
の
出
来
る
店

情
報
と
か
ね
。
ネ
ッ
ト
で
も
あ

れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

そ
れ
よ
り
も
顔
を
見
て
話
す
方

が
好
き
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
に

来
て
く
だ
さ
い
よ
。

キラリ☆会員探訪 第65回

『〝生涯現役〟和菓子職人の心意気』
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と く ら や
店主 富田　曙さん

とみ た あきら

未来予想図

エールを送ります！

　「10年ひと昔」と言って過去を懐かしむなら、未来予
想図は、10年先のことなのだろうか。その頃まで、今のよ
うに極上の餡を練って美味い饅頭を作りたいなぁ。
　おかげさまで、78歳の現在でも食欲旺盛。好き嫌いな
し！朝からご飯を２膳食べて仕事に励む。まさにシルバー
パワー全開の日 （々笑）。ありがたい事です。これから先

もずっと培った五感で作る“とくらやの菓子たち”を大勢の人に味わっても
らいたい。願いはただそれだけですね。

北茨城市　　豊田　順子 さん
　職人気質の店主がいる「とくらや」。
　厳選された材料で作った和洋菓子は、どれもおいしい!!１年中を通して
『最中』と『草もち』は一番人気である。
　春は、道明寺がお薦め!!十勝大豆（店主曰く「十勝小豆使用は当たり前」）
の皮を取り除いて作った餡は、色は白っぽく上品な味である。これから夏
本番に向け、〝くずきり〟も美味。お土産にも最適である。「とくらや」のお
菓子は一度口にしたら、また食べたい…と必ず思う。グレードの高い和洋
菓子が並ぶ店である。

とくらや
日立市東多賀町２－１１－１８
TEL ０２９４－３３－０９８９

〈営業時間〉 ＡＭ９：００～ＰＭ６：００
〈定 休 日〉 火曜日

笹草餅 110円

（上）蕨もち 150円　　　小倉わらび 130円
（下）水ようかん 170円　水まんじゅう 130円

くずきりそうめん（青りんご・梅） 210円

～見た
目にも涼やかなお菓子～～見た
目にも涼やかなお菓子～～見た
目にも涼やかなお菓子～



　日立商工会議所では、業種や企業規模を問わずより多くの方々の力を結集して、日立市の産業・経済の発展と、
魅力ある街づくりを行っています。まだ商工会議所に未加入の事業所の方がいましたら、是非ご紹介下さい。

商工会議所では…
○ビジネスに直結する資格を取りたい
　⇒簿記・販売士・珠算・ｅｃｏなど商工会議所検定試験

で資格取得を目指してみませんか。
○資金繰りに困っている
　⇒自治金融・マル経融資など各種金融制度がご利用いた

だけます。
○将来の事業計画や経営改善など経営についての相談にの
　ってほしい。
　⇒当所経営指導員による相談や専門家の派遣を行なって

います。
○若手経営者・女性経営者との交流を深めたい
　⇒青年部や女性会、女性起業家交流グループみゅーずnet

など、情熱・広い視野を持った会員が集まっています。
などなど…その他経営で疑問に感じていること、お困りの
ことがありましたら、お気軽にご相談下さい。入会につい
てのお申込み、お問合せは総務課まで。

会議所を知ってもらおう… 事業その26

役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。議員の

皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割を果たして頂い

ています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その素顔にせまっていきます。第26回
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特定商工業者とは…
　昭和２８年１０月に施行された商工会議所法に従い、４月１日現在に
おいて、６ヶ月以上、地区内に営業所等を有する商工業者の方で、①
地区内の営業所等で、常時使用する従業員が２０人（商業・サービス
業に属する事業を営まれている方の場合は５人）以上である方、また
は、②資本金額又は払込済出資総額が３００万円以上の方が対象とな
ります。
　これらの方々は、「商工会議所法」によって、事業の内容を法定台
帳にて商工会議所に登録していただくことになっています。ご登録い
ただいた内容を法定台帳に整備し、商工会議所に寄せられる商取引
の照会や斡旋などの基礎資料として運用いたします。
負担金納入のお願い
　法定台帳は、法令で作成するように定められたものであり、法定
台帳に関しての所要経費は、毎年特定商工業者の方々にご負担して
頂いております。今年度の負担金は、４,０００円（消費税課税対象外）
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　総務課

会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

法定台帳法定台帳法定台帳 （特定商工業者法定台帳ご提出のお願い）

今こそ、商工会議所を活用しよう！
～ 会議所を知ってもらおうキャンペーン ～
今こそ、商工会議所を活用しよう！
～ 会議所を知ってもらおうキャンペーン ～
今こそ、商工会議所を活用しよう！
～ 会議所を知ってもらおうキャンペーン ～

　『旭町の今昔』：あさひ睦会編（S62出版）によると「助川ホテル天地閣」
は、明治中頃地元の立花氏が建設し営業を開始した。時代は、鉄道開発
の最盛期。磐城線（常磐線）水戸―平間が開通（明治30年）し、上野―助

川駅間は、6時間余りで行き来が出来るようになった頃だ。ホテル経営は、大正10年頃より立花源吾氏に移っ
たが、昭和初め、富田伊勢松氏が引き継いだと記されている。伊勢松氏から一氏、寛治氏へ、そして昭氏へと、時
代を担うバトンは託されていった。
　「日立の玄関口として開発された旭町の歴史と共に歩んでいます。変動する社会現象に追われても、“地域の
皆さまの為に”というホテル天地閣の役割は、変わりません」と冨田氏。最近の傾向は、宴会部門のシェアが拡
大しているという。事実300 ～ 700人規模のイベント会場をご用意でき
るのは、市内ではここだけ。おもてなし態勢を整えて万全を期するという。
人間関係がどんどん希薄になっていく世の中だからこそ、人と人との絆を
確認できる場の意義は深いと確信する。結婚式を敬遠する若者の動向を憂
うが、その要因の追究や相談には丁寧に対応し、天地閣ならではのブライ
ダルを展開している。「最高の思い出の挙式になりました」と感謝の言葉が
何よりの励みだ。商工会議所の観光環衛業部会については、「多種多様なメ
ンバー構成ですので、限りない可能性を秘めています」と話す冨田氏。その
可能性の具現化こそが日立市の未来を創出すると信じている。

ホテル天地閣
代表取締役　冨田　昭 氏 （観光環衛業部会）
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冷房電力料金を確実に下げる

遮熱コーティングアットシールド・クリアをガラス面にコーティングするだけで
以下の効果が期待されます。

１９７２（昭和４７年）日立化成の太陽熱温水器・及び
　　　　　　　　　ソーラーシステム取扱い開始
１９８２（昭和５２年）京セラソーラーシステム及び
　　　　　　　　　太陽光発電システム取扱い開始
１９８８（昭和６３年）指月電気、及び伸和技研製省エネ
　　　　　　　　　パック（コンデンサー設備）取扱い開始

住所　日立市若葉町1-17-5　前野ビル
ＴＥＬ 0294（23）0233　FAX 0294（23）0234
http://www.maenoshoji.co.jp

・日射（近赤外線）の７０％以上をカットし、冷房電力を５～３０％以上省エネ
・健康に有害で家具・じゅうたん等を退色させる紫外線を９６％以上カット
・可視光透過率８０％以上・耐久性は実績で１０年以上・不燃性物質の認証

省エネルギー業歴40年

省エネルギー事業40年の歴史

前野商事株式会社

選挙委員会を開催

通常議員総会に付議する事項を承認
７月の常議員会－ 建設業部会からのお知らせ －

－ 工業部会からのお知らせ －

八ッ場ダム・品木ダム水質管理所視察研修のご案内

今年は議員改選の年です
　当所の議員任期は、平成25年10月31日をもって満了となり、9月から10月にかけて議員の改選が行われま
す。会員の皆様には、議員の選挙・選任が円滑に行われますようご協力をお願いします。

　７月２２日、当所で第１回選挙委員会を開催し
ました。この日は、正副委員長の選任を行い、
委員長に　松山恒男氏（多賀土木株式会社）、副
委員長には　日渡貴夫氏（有限会社ファースト）を
選任。続いて、議員選挙選任日程、議員選挙選
任に伴う事項の決定、選挙委員会の日程、選挙
に関するＰＲについて協議し、全て承認しました。
議員選挙選任について
■選挙人確定
　商工会議所の選挙委員会では、９月１日現在
で会員及び特定商工業者の選挙資格を調査し、
選挙人名簿を作成します。選挙人名簿にない会
員は、選挙に参加することは出来ません。

　7月10日、当所で常議員会を開催しました。

協議では６月の新入会員（別記）を承認。続い

て7月29日に開催する第124回通常議員総会

に付議する議案として、平成24年度事業報

告、一般会計と4特別会計（中小企業相談所、

法定台帳関係費、特定退職金共済、退職給与

積立金）収支決算承認の件について協議し、

全て承認しました。（関連記事②③面掲載）

　次に常議員補欠選任について協議し承認し

ました。この補欠選任は企業の人事異動に伴

うもので、鈴木修二氏（日立金属㈱日高工場）

を常議員に選任しました。

　報告では、観光環衛業部会高濱部会長から

第9回ドリンク（グルメ）ラリー実施について、

情報化委員会鈴木委員長からかいぎしょＮＥ

ＷＳ市民版発行について説明がありました。

スリーエス（清掃業）滑川町3－13－11

ザ・築地日立店（飲食業）弁天町1－12－15

　平成25年度建設業部会視察研修として、本体工事・関連整備事業
ともに大規模な工事が最新工法で行われている「八ツ場ダム工事現
場」と吾妻川の自然公害(酸性河川)に対処する目的の「品木ダム水質
管理所」を視察する研修会を実施いたしますので、是非ご参加下さ
るようご案内いたします。

１．期　　日：平成25年９月27日（金）～ 28日（土）
２．場　　所：群馬県吾妻郡　長野原町・中之条町
３．募集人員：先着30名（定員になり次第締切ります）貸切バス利用
４．参　加　費：２０,０００円　■申込及び問合せ　会員サービス課

　日立商工会議所工業部会では、（公財）日立地区産業支援センター
（以下センター）との連携強化並びに販路拡大支援策として、セン
ターが収集した受発注案件情報を、工業部会員の製造業事業所向け
にＥメールで、随時情報提供ができるよう準備を進めてきておりま
す。希望する方は、事務局下記メールアドレスまでご連絡ください
ますようお願い申し上げます。
連　絡　先：工業政策課　２２－０１２８
Ｅメール：suzukis@hitachicci.or.jp

■議員選挙・選任スケジュール
月

９月

10月

日　　　　　　　時
１日（日）
２日（月）～６日（金）
１２日（木）
１２日（木）

２４日（火）～
３日（木）
４日（金）～
１５日（火）

２５日（金）
３１日（木）

午前９時～午後４時

午前９時～
午後４時

午前９時～午後４時

事　　　項
選挙人名簿の調製
選挙人名簿の縦覧
選挙人名簿の確定
常議員会
①３号議員選任
②２号議員部会割当数決定
２号議員選任のための各部
会会議
１号議員立候補届出開始
１号議員立候補届出締切
（土・日・祝日の受付は致し
ません）
１号議員選挙（投票・開票）
議員任期満了

新入会員紹介新入会員紹介

八ツ場ダム：吾妻川の中流に建設する多目的ダムで、利根川水系の上流ダム群とあい
まって下流部の洪水被害を軽減するものです。また、水資源の有効利用として首
都圏の都市用水の開発を行うもので、完成後は治水および利水上きわめて重要な
施設となります。
品木ダム：日本屈指の酸性河川であった吾妻川の水質改善、河水の中性化を目的とし
たダムで、これに付随して水力発電も行っており、ダムによって形成された人造
湖は上州湯の湖と命名されています。当日は水質管理所を中心に視察を行います。
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　あ
る
地
域
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
き
、

何
は
と
も
あ
れ
地
図
を
見
る
だ
ろ
う
。私

も
見
知
ら
ぬ
土
地
に
行
く
と
き
は
、地
形

や
道
路
、商
店
街
の
分
布
な
ど
、多
く
の

情
報
を
地
図
か
ら
得
て
い
る
。

　だ
が
、地
図
を
利
用
す
る
の
は
、見
知

ら
ぬ
土
地
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

い
ま
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
地

図
を
使
う
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
が
実

情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。本
当
は
、い
ま

住
ん
で
い
る
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、あ
ら
た

め
て
地
図
か
ら
情
報
を
得
て
ほ
し
い
。

　道
路
や
建
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
て

い
る
地
図
な
ら
ば
、学
ぶ
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
。だ
が
、地
図
は
多
様
で
あ
る
。

社
会
地
図
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。例
え

ば
、不
動
産
価
格
の
高
い
エ
リ
ア
と
低

い
エ
リ
ア
を
色
分
け
し
た
り
、警
察
が

公
表
す
る「
事
件
・
事
故
マ
ッ
プ
」の
よ

う
に
犯
罪
の
多
寡
を
示
し
た
り
と
、社

会
現
象
を
地
図
上
に
表
す
も
の
だ
。人

間
が
意
識
的
に
形
成
す
る
建
物
や
道

路
と
違
っ
て
、無
意
識
的
に
形
成
さ
れ

る
秩
序
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
こ
ろ

に
社
会
地
図
の
面
白
み
が
あ
る
。

　こ
の
手
法
を
使
え
ば
、知
恵
次
第
で

い
ろ
い
ろ
な
地
図
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
。

　私
は
、東
日
本
大
震
災
で
市
街
地
が

津
波
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害
に
遭
っ

た
岩
手
・
大
槌
町
の
高
校
で
、ま
ち
づ

く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て

い
る
が
、そ
こ
で
高
校
生
が
出
し
た
ア

イ
デ
ア
が
面
白
か
っ
た
。そ
れ
は
、自

分
た
ち
の
家
族
、つ
ま
り
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、町
内
の
ど
こ
で
デ
ー
ト
し

て
い
た
か
を
地
図
に
落
と
し
込
む
、と

い
う
ア
イ
デ
ア
だ
。

　大
槌
町
は
、こ
れ
か
ら
本
格
的
に
道

路
や
建
物
が
つ
く
り
直
さ
れ
て
、新
し

い
地
図
が
で
き
る
だ
ろ
う
。だ
が
、そ

れ
だ
け
が
大
槌
の
地
図
で
は
な
い
。忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
人
一
人
の

甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
を
か
き
集
め
て
、

そ
れ
を
一
枚
の
紙
の
上
に
表
現
す
る

の
も
立
派
な
地
図
な
の
だ
。

　こ
れ
か
ら
は
、自
分
た
ち
で
地
図
を

つ
く
る
時
代
だ
と
思
う
。そ
こ
に
は
、

忘
れ
難
き
過
去
の
思
い
出
と
、未
来
予

想
図
が
描
か
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

社
会
学
者

　新

　雅
史

　

クイズ当選者に賞品を差し上げます。

応募方法：官製ハガキに答え、NEWS

への意見・要望・感想等、

住 所、氏 名（事 業 所）、

TEL を書いて応募してく

ださい。抽選で賞品を差

し上げます。なお、応募

は１事業所１人に限らせ

ていただきます。

締　　切：ニュース発行月末（消印有効）

当 選 者：賞品の発送に代えさせて

いただきます。

Ｑ
．
２
つ
の
計
算
式
を
ヒ
ン
ト
に
Ａ
〜
Ｉ
左
の
マ
ス
を
全
て
埋
め

て
く
だ
さ
い
。

※
１
〜
９
ま
で
の
数
字
が
入
り
ま
す
。
同
じ
数
字
は
入
り
ま
せ
ん
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書　籍　名
た ぶ ん ね こ
犬から聞いた素敵な話 涙あふれる14の物語 
泣き童子 三島屋変調百物語参之続
ロ ス ジ ェ ネ の 逆 襲
ホ テ ル ロ ー ヤ ル
七 つ の 会 議
月 下 上 海
愛 ふ た た び  
 心  
高 校 入 試

　著作者名　
畠 中 　 恵
山 口 　 花
宮部みゆき
池井戸 　潤
桜 木 紫 乃
池井戸　潤
山口恵以子
渡 辺 淳 一
姜 尚 中
湊　かなえ

出 版 社
新 潮 社
東 邦 出 版
文 藝 春 秋
ダイヤモンド社
集 英 社
日本経済新聞出版社
文 藝 春 秋
幻 冬 舎
集 英 社
角 川 書 店

価　格
1,470円
1,365円
1,785円
1,575円
1,470円
1,575円
1,365円
1,575円
1,260円
1,470円
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数
字
で

数
字
で

脳

－×

÷
＋ト
レ

H×F+D＝26　A+Ⅰ=B

Ａ×Ｂ÷Ⅰ＝１　Ｇ＋Ｈ＝Ｆ
Ａ×Ｂ÷Ｉ＝１（１）
Ｇ＋Ｈ＝Ｆ（２）

式（１）より、Ａ×ＢとⅠは同じ数字。
可能性は２×３、６と２×４、８の２
通り。
ＡまたはＢが１の可能性はない。
（ＡまたはＢのもう片方がⅠＩと同じ
数字になってしまうため）

ＡとＢの関係を示す不等号により、
Ａは２。
Ｂが３か４、Ⅰが６か８のいずれか。

Ⅰが６の場合、式（２）のＧとＨは
不等号より１と４だが、
１＋４の答えである５はＥなので
不成立となる。

ゆえにⅠ＝８

先月号の答え先月号の答え

Ａ Ｂ

Ｄ Ｅ

Ｇ Ｈ

2 4
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Ｃ

Ｆ

Ⅰ

1

9

8

Ａ Ｂ

Ｄ Ｅ

Ｇ Ｈ

5

（日立書店組合調べ）

「
社
会
地
図
か
ら
見
え
て
く
る
地
域
の
思
い
出
と
未
来
」
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